
道糸と力糸の結び方
※電車結び

引く

力糸本線を引く

道糸本線
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結びコブが
移動する

道糸

力糸

①道糸と力糸を平行に持ち、力
糸の端を折り返して輪を作る。
道糸と力糸を束ねるようにし
て輪に６回程度通す

③両端にできた結びコブ同士が
ぶつかるまで道糸と力糸を引
く。それぞれの余分な端糸を
カットすれば完成

②力糸を引いて軽く締める。結び
コブが小さくなってきたらツバ
をつけ、止まるまで締める。同
様の手順で道糸を力糸に結び
つける

仕掛けを遠投して広範囲を探り、３本以上つけたハリ
のすべてにキスをつけるスズナリの釣果を目差すのが
このスタイルの醍醐味のひとつです。キャスティング
の楽しさとともに、次々と表われる鋭いアタリを体感
して下さい

②本格的な引き釣りスタイル
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仕掛けは事前に準備‼
どちらのスタイルもフグなどの餌取りにハリを取られるなど、仕掛け
は意外と消耗します。ただ、小さなハリに細いハリスを結ぶ作業を現
地で行なうのはとても大変です。そのため仕掛けはあらかじめ組んで
おくようにしましょう。１日釣るなら最低でも15セットは持参した
いところです。それが面倒であれば、市販の仕掛け（チョイ投げなら
ハリスつきのハリ）を購入するといいでしょう。

オモリ：固定式のＬ型天秤、
ジェット天秤20～25号
チョイ投げと同様の理由で固定式の
Ｌ型天秤を使うのが一般的です。ま
た、飛距離は落ちるものの、オモリ
が固定されていないぶんアタリの伝
達性に優れた、固定式と遊動式の中
間的な特徴を持つ半遊動オモリを使
用するのもよいでしょう。このタイ
プは仕掛けを引くと天秤が直線にな
ることから海藻帯でのすり抜け性能
が高いという利点もあります。ま
た、代表的なジェット天秤には早く
浮き上がるという特徴があり、シモ
リ帯などでの根掛かりの低減が期待
できます。
なお、道糸やハリスとの接続はスナ
ップサルカンを使うのがおすすめで
す。状況に応じてオモリの号数や仕
掛けを交換する際にスムースです。

モトス：フロロ３号、
ハリス：フロロ１～1.5号
（仕掛けの全長は２㍍前後）
素材は、張りが強いぶんカラミを抑
えられるという利点があるポリエス
テルを用いるベテランも多くいます
が、食い込みや潮なじみなどを総合
的に考えるとフロロを用いるのがベ
ターです。
モトスの号数は３号を基準にし、キ
スの活性がわるいと感じれば潮なじ
みがよりよい細号柄にしましょう
（底が荒い場所ではむやみに細くし
ないこと）。
仕掛けの長さはハリ数によってかわ
ります。扱いやすい３～５本バリな
ら２㍍ほどが標準です。慣れれば
徐々にハリ数を増やした全長の長い
仕掛けにチャレンジするといいでし
ょう。
ハリスの長さは３～５㌢が目安。間
隔は釣れたキスが他のハリに干渉し
ないように30～40㌢ほど取りまし
ょう。

道糸：ＰＥ1.5号前後（＋力糸）
ラインはナイロンと比べて引っ張り強度が高いぶん細号柄を使えるＰＥ
を用いるのがおすすめです。細いぶん飛距離を稼げる、ほとんど伸縮し
ないためアタリの伝達力に優れるという特性を投げのキス釣りで生かさ
ない手はありません。
ＰＥと聞けば糸ガラミなどのトラブルの多さが懸念されますが、重いオ
モリを引くためにラインが常に張る状態となる引き釣りではほとんど心
配ありません。
太さは1.5号が標準です。ただ、キャスト時には重い仕掛けの負荷がガイ
ドに接している部分の道糸に集約され、瞬く間に切れることがありま
す。その不具合を抑えるためにＰＥの先に力糸をセットします。その力
糸として一般的に使用されるのは、細いＰＥとも結束しやすいテーパー
ライン（２→10号という具合にテーパー状に太くなる）です。細い方の
号数の表記が、使用する道糸の太さに近いアイテムを選びましょう。

投げ釣り用スピニングリール
仕掛けを遠くに飛ばせる遠投性と、重いオモリを巻
き上げる強いトルクを兼ね備えた投げ専用リールが
ベストです。キスだけを狙いたいということであれ
ば、ドラグ機能がないぶん軽量なキス専用タイプを
選ぶのもいいでしょう。
飛距離は落ちるものの、一般的なスピニングリール
でも使用可能です。巻き取りのトルクの強さを考慮
して4000～5000番の中型を選択しましょう。

キスバリ７～10号
チョイ投げスタイルと同様です。大型の
キスが期待できる場合は９～10号を選択
しましょう。

道糸と力糸は電車結びで接続
ヒゲは極力カットする。

道糸と天秤は
スナップサルカンで接続
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